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平成１６年（行ウ）第４９７号 公金支出差止等住民訴訟事件 
原告 深沢洋子 外４３名 
被告 東京都知事 外４名 
 

平成２０年１１月２５日 
 
八ッ場ダム住民訴訟最終弁論  治水の部「その２」の弁論の要旨 

原告ら代理人 
弁護士 高 橋 利 明 

 
八斗島地点の洪水流量が毎秒１万６７５０㎥なら、八ッ場ダムは要らない－第

９章を中心にして 
 
１ 国交省は、カスリーン台風が再来した場合、群馬県内で埼玉県との県境の「八斗島地

点（河口より１８５ｋｍ地点）では、２２，０００㎥／Ｓが流れると予想されます。」と

広報してきた。 
添付資料その１  甲Ｂ第８２号証 
         利根川ダム統合管理事務所ＨＰ 

 
２ そして、毎秒２万２０００㎥の洪水が来ると、銚子の河口から１３６ｋｍほど上流の

栗橋地点付近の堤防が決壊して、１都５県に３３兆円とか３４兆円の被害がでるとも広

報してきた。 
             添付資料その２  甲Ｂ第８２号証 

利根川ダム統合管理事務所ＨＰ 
 
３ だから、八ッ場ダムを始めとして、上流部に幾つかのダムを造らなければならない、

としている。上流部のダムで毎秒５５００㎥の洪水を調節（カット）するには、八ッ場

ダムが完成したとしても整備率は３０％程度と、いうのである。だから、八斗島地点下

流部の洪水を防ぐには、もっともっとダムが必要である、というのである。 
             添付資料その３  甲Ｂ第８３号証 
                      平成１８年７月「利根川上流ダム群再編

事業（実施計画調査）」（国交省関東地方

整備局作成） 
 
４ 大熊教授も、国交省関東地方整備局が作成した文書（「回答」）を見て、カスリーン台

風が再来した場合には、毎秒２万２０００㎥の洪水が来ると理解されていた。 
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                      大熊証言 証言調書３４頁 
 
５ ところが、原告らが情報公開請求によって関東地方整備局から入手した資料によると、

カスリーン台風規模の降雨（３日雨量３１８ｍｍ）があっても、八斗島地点には、毎秒１

万６７５０㎥の洪水しか流れないことが分かった。この洪水の規模は、ほぼ計画高水流量

（１万６５００㎥）と同じである。 
この事実は、これまで国交省が公表したことはなかった。沿川住民にとっては、まった

く未知の情報であった。 
             添付資料その４  甲Ｂ第３９号証 
                      「昭和２２年９月洪水を対象洪水とした

場合の、八斗島地点のハイドログラフ」（関

東地方整備局作成） 
  こうした洪水の流出計算が行われていること、そして、その結果として、カスリーン

台風規模の洪水があっても、八斗島地点には、この程度の洪水しか来ないことは、関東地

方整備局の元河川部長であった河崎証人も認めた。この場合、上流域（群馬県内）に、大

きな氾濫があるのかについては、河崎証言は、あいまいではっきりしなかった。カスリー

ン台風時の氾濫量についての記録はなく（河崎証言調書１６頁）、現在の推定氾濫量は、

プログラムを作って調べれば分かるのに、調べていないとした（５３頁）。 
 
６ 次に、利根川中流部（八斗島地点下流部）の堤防等は、どの程度、整備されているか。 
  平成１８年２月作成の、「利根川水系河川整備基本方針 基本高水流量等に関する資

料」によると、次のように説明されている。 
１）計画高水流量を流すための「堤防高は概ね確保されており、既に橋梁、樋管等多く

の構造物も完成している。」（２４頁）  （添付資料その５） 
２）「直轄管理区間の堤防が全川の約９５％にわたって概成（完成、暫定）している。」

（２９頁）              （添付資料その６） 
           添付資料５，６   甲Ｂ第８４号証 
                    「利根川水系河川整備基本方針 基本高水

流量等に関する資料」 
このように、計画高水流量規模の洪水では、中流部以下で洪水は溢れることはないまで

に整備が進んでいる。 
 
７ 別の資料からの点検をしてみる。 
 同じく関東地方整備局が作成した資料（「利根川の整備状況（容量評価）」によると、次

のようである。 
１）八斗島地点から取手までの利根川中流部の河道は、洪水を流す容量では９９％の
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整備が終わっている。 
２）取手から河口までは８８．４％が整備されている。 
                    添付資料その７ 甲Ｂ第４９号証 

「利根川の整備状況（容量評価）」 
 
８ 更に念を入れて、原告らは、来襲する洪水の水位と堤防の高さとを比較検証した。 
  ９８年９月洪水（ピーク流量毎秒９２２０㎥）の水位は、一番低い１３６ｋｍ地点で

も、堤防の天端から下位３．６ｍであった（資料その８）。その他の２洪水の水位も参考

にして、計画高水流量の水位を推計したところ、１３６ｋｍ地点でも、優に堤防天端高か

ら２ｍ以上低かった。洪水は溢れないのである。 
                 添付資料その８  甲Ｂ第７９号証 
                          嶋津意見書 
  国交省も長い間、巨額の治水投資を行って頑張ってきたから、利根川の中流部以下で

は、計画高水流量規模の洪水では溢れないようになってきているのである。なお、「溢れ

るか、溢れないか」の基準は計画堤防高で比較しているが、実際には、その上に２ｍの高

さの堤防がまだのっかっている（「余裕高は２ｍ」）のである。 
 
９ 上流部の堤防は、上流部の人のために造られるのではなく、下流部の人のために造ら

れるのである。 
  国交省は、八ッ場ダム建設について、「費用対効果」の割合を算出しているが、その中

で八ッ場ダム建設の便益を受ける地域は、八斗島地点下流の都県であるあると国民に広報

している。八斗島地点上流域では、ダム建設の便益を受けないのである。次の資料がある。 
                添付資料その９  甲Ｂ第８８号証 
                         八ッ場ダムの費用対効果の計算を

示す資料のうちの「氾濫ブロック

図」 
 
１０ ダムを幾つも造られる群馬県は、かって、下流域のためにダムを造られることに強

い反発を示した。昭和４４年に、国交省が基本高水流量を大きくしようとした際、群馬県

は、「流量配分をすべてダム建設に求め下流河道の流量を従来計画のそのままに据え置く

ことは上流水源域にのみ加重負担を強いるので納得しがたい等を内容とする意見書が、知

事名により河川局長および関東地方整備局長あてに提出されていた。」（利根川百年史１１

６５頁） 
                添付資料その１０  甲Ｂ第６４号証 
                         「利根川百年史」１１６５頁 
  このことからも、ダムは上流域にとっては忌避施設であることが分かる。仮に、上流
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域に氾濫があったとしても、ダムで氾濫の防止ができるものではないのである。上流域に

とって、ダムは不要なのである。 
 
１１ 以上のところから、次のことが確認出来る。 
八斗島地点下流部では、既に、基本高水流量程度までの洪水を流すことができる堤防高

と容量を確保できている。したがって、同規模の洪水でオーバーフローすることはない。

したがって、八斗島地点下流部の流量と水位の低減を図るために上流にダムを建設する必

要はなくなっている。カスリーン台風規模の降雨があった場合に、上流部には大きな氾濫

が起きるとの事実は確認されていないし、国交省は調べようともしていない。 
そして、少なくとも、上流部にとってダムは歓迎されていないし、氾濫があったとして

も氾濫防止には役には立たない。結局、八ッ場ダムは、八斗島下流部には必要がなくなっ

ており、上流部には役に立たない設備である。このような役に立たない施設に巨額の公金

を支出することは違法となる。 



1

甲Ｂ第８２号証 利根川ダム統合管理事務所 ＨＰ
カスリーン台風の再来で毎秒２万２０００㎥の大洪水

１

甲Ｂ第８２号証「利根川ダム統合管理事務所」ＨＰ
利根川下流部右岸の被害は３３兆円に及ぶ

２
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甲Ｂ第８３号証 「利根川上流ダム群再編事業（実施計画調査）」
（関東地方整備局作成）（平成１８年７月）

３

甲Ｂ第３９号証 「昭和２２年９月洪水を対象とした場合の八斗島地点の
ハイドログラフ」（関東地整作成）ー洪水は毎秒１万６７５０㎥

４



3

甲Ｂ第８４号証 「利根川水系河川整備基本方針 基本高水流量等
に関する資料」（２４頁）―八斗島で毎秒１万６５００㎥可能

５

甲Ｂ第８４号証 「利根川水系河川整備基本方針 基本高水流量等
に関する資料」（２９頁）―堤防は９５％概成

６
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甲Ｂ第４９号証「利根川の整備状況（容量評価）」
中流部の計画容量の整備率は９９％

７

甲Ｂ第７９号証 嶋津意見書「利根川の堤防と１９９８年９月
洪水の痕跡水位」―１３６ｋｍ地点で、－３．６ｍ以上も下位

８

図２　利根川・八斗島－栗橋の洪水痕跡水位（1998年9月16日洪水）
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甲Ｂ第８８号証 「氾濫ブロック図」―八ッ場ダムで治水の便益
を受けるのは、八斗島地点より下流部である。

９

甲Ｂ第６４号証 「利根川百年史」―昭和４４年のダム計画に
群馬県は「上流水源域にのみ加重負担」と強く反発

１０


